
 

過程（プロセス）を大切に 

                                                ９年Ａ組 担任          

 皆さんは９年生になるにあたり、４月の初めにどのような目標をたてましたか。Ａ組の生活

の記録を読んでいると、「最上級生として後輩に手本を示す。」とか、「附属のリーダーとし

て、委員会の皆で協力しながらより良い学校を創る。」とか、「受験生なので、計画的に勉強

する。」など、意気込みが感じられました。さて、あれから約１か月が経とうとしていますが、

そのやる気は持続しているでしょうか。また、少しずつ実行できているでしょうか。 

 ９年生は学校のリーダー的存在であり、委員会を始めとして、様々な行事でも重要な役割を

担っています。その学校行事の中でも毎年９年生がひたむきに情熱を注ぎ、文字通りドラマが

生まれる演劇。その演劇についての話し合いが、先日から始まりました。すんなりテーマが決

まるクラス、じっくりゆっくりと話し合いを重ねるクラス。クラスそれぞれの個性が見られ、

もうすでに演劇づくりがスタートしています。 

 私は、昨年度９年生を担任し、演劇を創り上げる過程（プロセス）を間近で見てきました。

脚本チームとキャストや他部門の思いがぶつかったり、４役の計画修正がうまくいかなかっ

たり、演出と大道具の意見がずれたり…。なかなか進まない演劇づくりに、いらだち、不安に

なり、練習のたびにあちらこちらで涙する生徒がいました。誰しもがもう本番には間に合わな

いかもしれないとあきらめかけていた時、ある生徒が「やろう。やるしかないって。具体的に

考えないと。何もしなかったら前に進まない。」と皆に呼び掛けたのです。それは、ありふれ

た言葉でしたが、何か皆を動かす力を持っていました。それを機に、もう一度皆がやる気を取

り戻し、演劇は成功を収めたのです。 

 何かを成し遂げようとするとき、人は失敗を恐れて、前に進めなくなる時があります。成功

することにとらわれすぎると、その過程（プロセス）を楽しむことができなくなるのです。 

 私は、皆さんにぜひ、過程（プロセス）を楽しむことにチャレンジしてほしいと思っていま

す。それは、行事だけでなく授業でも同じことが言えます。皆で過程（プロセス）を共有する

ことで、新たな考え方や価値観を広げることができると信じています。附属ではどの授業でも

過程（プロセス）を大切に展開しています。今一度、自分の授業に対する姿勢を振り返り、ど

のような学びをしているか、自分はどれほどクラスに貢献できているか、目標は達成されてい

るか、振り返ってみるのも良いと思います。 

 附属最後の年を充実したものにできるよう、一人一人が過程（プロセス）を大切にしてほし

いと思います。 
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前期のリーダー達に永廣副校長から認証状を手渡しました。一人ひとり名前を呼ばれ、素晴

らしい返事を返してくれました。大きな返事からは、改めてリーダーとしての決意を感じまし

た。それぞれの考えや思いを大切にしながら、より良い附属のために頑張ってください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○執行部             ○各委員会委員長、副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

○各クラス生徒委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○認証式の様子 



音楽委員会が中心となって校歌練習会が行われました。１回目の練習となった１６日は、パ

ートごとに各場所に分かれて、２回目の２２日は、全校で体育館に集まり練習が行われました。

わずか２回の練習でしたが、素晴らしい歌声が体育館に響き渡っていました。 



○執行部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 ９-A
　私は『型破りな学年』という学年目標
を、仕事の中に取り入れていきたいと思い
ます。今までの型にとらわれずに校訓の
“自主協同”をもっと皆さんに体験しても
らいたいと思います。そして、この“福大
附属”を、いろんな人に知ってもらえるよ
うなきっかけもつくれたらいいなと思って
います。

副会長 ９-A
　私は、「伝統」とは代々継承されてきた
ものを自分達の手でさらに“シンカ”させ
て次へとつなぐものだと思っています。私
たち執行部は、“シンカ”させていく上で
のきっかけづくりをしていきたいです。私
たちはあくまできっかけづくりで生徒全員
が主体的に行動し、全員で創る附属にして
いきたいと思っています。

書記長 ９-A
　僕は生徒会としてどのような学校を創り
たいのか、ということを頭におきながら執
行部として活動していきたいと思います。
今は後期に向けて、来年に向けての大切な
時なので、活動をどうしていきたいのかを
考えて、新しい附属を創り上げていきたい
です。

会計長 ９-C
　私は執行部の会計長として勉強をしやす
い環境づくりを行っていきたいと思いま
す。今年は受験生です。環境が良いと勉強
に集中できたり、ストレスを軽減させたり
することができます。予算を有効活用し、
学校での生活がより充実したものになるよ
うに活動していきます。

生徒会長 ９-C
　私は生徒会として、附族の一人ひとりが考える理想の学校像に近づけていくための
土台づくりをし、附属をレベルアップしていきたいと思います。私ひとりではできな
いこともたくさんあるけれど、附族のみんなの力を借りつつ頑張っていきますのでよ
ろしくお願いします。
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A組

　７年生で決めた理想の学年像を覚

えていますか。その中には「皆が主

役の学年」という目標がありまし

た。果たして、私たちは理想を実現

できているでしょうか。もう一度、

初心に返ってみて下さい。皆が主役

になるためにはお互いに認め合うこ

とが大切だと思います。私はそのよ

うな関係を築いていきたいです。

B組 生徒委員長

　大半の人は何かのことを考え、生

活している。例えば誰かを助けると

き、相手のためを考えているだろ

う。しかし、本当の助けるとはそん

なものなのだろうか。『自由気ま

ま』に生きていこう。“何もしな

い”をすることは最高の何かにつな

がるのかもしれないのだから。

C組

　 今期から、生徒委員の常時活動が

なくなりクラス全体でクラスをより

良くし、一人ひとりが意識をもって

いくことが必要になってくると思い

ます。生徒一人ひとりが附属生とし

ての自覚を持ち、学校をよい方向に

向けていけるように頑張りましょ

う。

A組

　 ９Aは仲が良く豊かな個性を持っ

ている人が多く、とてもあたたかい

クラスです。私はそんな９Aが好き

で、皆ともっと関わりたいと思い、

生徒委員になりました。皆の受験生

としての大切な時期を充実させるた

めにも、勉強や行事に全員が積極的

に参加できるクラスの雰囲気をつ

くっていきたいです。

B組

　私は、みんなが楽しめるような学

校をつくれたらいいなと思っていま

す。また、委員長の「自由気ままな

学校に」という方針を副委員長とし

て支えていきます。前期生徒委員で

「今回の生徒委員は最高！」と、み

んなから言ってもらえるように頑張

ります。

C組

　私は生徒委員として二つのことを

やりたいです。一つ目は最高学年と

して後輩のお手本となるようなクラ

スにしたいです。二つ目は受験生と

して一生懸命勉強に取り組めるクラ

スにしたいです。残りの一年間“一

笑懸命”頑張りましょう！



 

生
活

委
員

会
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前
期

生
活

委
員

会
の

方
針

案
は

、
「

校
則

の
改

善
と

学
校

改
革

」
で

す
。

校
則

の
改

善
と

は
そ

の
ま

ま
の

意
味

で
す

。
学

校
改

革
と

は
校

訓
で

あ
る

「
自

主
協

同
」

を
よ

り
充

実
し

た
も

の
に

す
る

こ
と

で
す

。
し

か
し

、
本

来
生

徒
主

体
で

行
う

活
動

も
行

え
て

い
な

い
と

こ
ろ

が
多

々
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

生
活

委
員

会
で

変
え

て
い

き
た

い
で

す
。

整
美

委
員

会
 ９

-A
　

僕
は

整
美

委
員

長
と

し
て

、
黙

働
と

掃
除

の
効

率
化

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

去
年

整
美

委
員

を
や

っ
て

い
た

時
に

こ
の

２
つ

が
で

き
て

い
な

い
と

感
じ

た
。

み
ん

な
で

協
力

し
、

効
率

的
に

や
っ

て
、

掃
除

時
間

が
1

0
分

間
で

も
、

去
年

以
上

に
き

れ
い

に
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
た

い
と

思
う

。

保
健

委
員

会
 ９
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前
期

に
は

体
育

祭
・

文
化

祭
な

ど
、

楽
し

い
イ

ベ
ン

ト
が

盛
り

だ
く

さ
ん

で
す

。
し

か
し

、
自

分
の

健
康

状
態

が
悪

い
と

そ
れ

を
充

分
に

楽
し

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

生
徒

全
員

が
健

康
意

識
を

高
め

、
毎

日
を

楽
し

く
過

ご
し

て
ほ

し
い

。
そ

れ
を

発
信

す
る

の
は

保
健

委
員

で
す

。
附

属
の

活
動

を
、

健
康

面
か

ら
支

え
ら

れ
る

保
健

委
員

会
に

し
ま

す
。

図
書

委
員

会
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私
は

皆
さ

ん
に

本
の

良
さ

を
伝

え
る

た
め

に
図

書
委

員
長

に
な

り
ま

し
た

。
今

の
図

書
室

は
使

用
率

が
低

く
、

利
用

し
づ

ら
い

と
思

い
ま

す
。

な
の

で
私

は
皆

さ
ん

が
利

用
し

た
く

な
る

よ
う

な
図

書
室

に
し

、
本

を
好

き
に

な
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

委
員

会
に

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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私
は

話
し

合
い

の
場

を
多

く
持

ち
、

そ
れ

ぞ
れ

の
意

見
を

尊
重

で
き

る
よ

う
な

委
員

会
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。
そ

し
て

文
化

祭
で

は
全

生
徒

で
つ

く
る

文
化

祭
を

目
指

し
た

い
で

す
。

今
ま

で
の

先
輩

方
が

伝
え

て
き

た
文

化
や

企
画

を
残

し
な

が
ら

も
、

変
化

の
あ

る
文

化
祭

に
し

、
一

人
で

も
多

く
の

人
の

心
に

残
り

続
け

る
イ

ベ
ン

ト
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。
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体
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今
年

度
の

体
育

祭
を

全
校

生
徒

で
変

え
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

全
校

生
徒

の
意

見
も

尊
重

し
、

今
ま

で
に

な
い

、
新

し
い

附
属

の
体

育
祭

づ
く

り
に

力
を

尽
く

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
“

雲
外

蒼
天

”
。

大
変

な
事

は
あ

る
け

れ
ど

、
全

員
で

乗
り

越
え

て
雲

一
つ

な
い

、
真

っ
青

な
空

を
見

ま
し

ょ
う

。
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私
は

従
来

の
国

語
委

員
と

は
違

う
新

し
い

も
の

に
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
国

語
で

は
ク

ラ
ス

で
一

つ
の

議
題

に
つ

い
て

討
論

す
る

場
が

多
い

で
す

よ
ね

！
?

そ
こ

で
、

国
語

委
員

は
、

討
論

の
場

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

存
在

に
な

り
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

社
会

委
員

会
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-B
　

私
は

社
会

委
員

長
と

し
て

、
皆

に
社

会
科

を
好

き
に

な
っ

て
も

ら
い

、
附

属
が

社
会

に
貢

献
で

き
る

よ
う

な
活

動
を

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

初
め

て
の

事
だ

ら
け

で
周

囲
の

人
た

ち
に

は
迷

惑
を

か
け

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

！

数
学
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私
は

、
委

員
長

と
し

て
数

学
が

好
き

に
な

る
生

徒
が

よ
り

増
え

て
い

く
よ

う
な

活
動

を
し

て
い

き
、

数
学

は
楽

し
い

、
面

白
い

と
い

う
こ

と
を

伝
え

て
い

き
ま

す
。

そ
し

て
、

五
分

間
チ

ェ
ッ

ク
が

お
粗

末
に

な
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

委
員

会
内

で
話

し
合

い
、

よ
り

良
く

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

理
科

委
員

会
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私
は

「
理

科
が

好
き

」
と

い
う

人
を

少
し

で
も

増
や

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
私

自
身

、
理

科
が

得
意

な
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
そ

れ
を

活
か

し
て

苦
手

な
子

に
も

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
問

題
を

理
科

委
員

の
人

た
ち

と
発

信
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

充
実

し
た

委
員

会
に

な
る

よ
う

、
が

ん
ば

り
ま

す
。

音
楽

委
員

会
 ９
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私
は

附
属

の
音

楽
文

化
の

魅
力

や
歴

史
な

ど
を

、
た

く
さ

ん
の

先
輩

方
、

先
生

方
か

ら
教

え
て

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
た

の
で

、
音

楽
に

対
す

る
思

い
が

更
に

強
く

な
り

ま
し

た
。

今
度

は
私

が
、

音
楽

好
き

で
も

そ
う

で
な

く
て

も
、

“
音

楽
っ

て
楽

し
い

ん
だ

!!”
と

生
徒

全
員

が
実

感
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

伝
え

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
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術
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文
化

祭
の

楽
し

み
の

一
つ

で
も

あ
る

モ
ザ

イ
ク

ア
ー

ト
。

い
つ

も
の

モ
ザ

イ
ク

ア
ー

ト
は

平
面

の
作

品
で

す
が

、
今

回
の

モ
ザ

イ
ク

ア
ー

ト
は

新
し

い
要

素
を

入
れ

て
今

ま
で

に
な

か
っ

た
モ

ザ
イ

ク
ア

ー
ト

を
つ

く
り

た
い

と
思

い
ま

す

技
家

委
員

会
 ９
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技
術

・
家

庭
科

は
副

教
科

な
の

で
、

興
味

の
あ

る
人

が
あ

ま
り

多
く

な
い

と
思

い
ま

す
が

、
こ

の
前

期
で

た
く

さ
ん

の
人

に
興

味
を

も
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
た

い
で

す
。

給
食

は
、

毎
日

食
べ

る
も

の
な

の
で

み
ん

な
が

安
心

・
安

全
に

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

誠
心

誠
意

が
ん

ば
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

英
語

委
員

会
 ９
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前
期

英
語

委
員

は
、

常
時

活
動

が
楽

し
く

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
例

え
ば

、
５

分
間

チ
ェ

ッ
ク

を
ゲ

ー
ム

形
式

で
し

た
り

、
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

で
は

技
家

委
員

と
合

同
で

海
外

の
文

化
に

触
れ

ら
れ

る
様

な
活

動
を

し
た

り
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
精

一
杯

頑
張

る
の

で
半

年
間

よ
ろ

し
く

お
ね

が
い

し
ま

す
。
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前期委員会がスタートしました。各委員会、常時活動ももちろんですが、文化祭や体育祭、

カルチャー教室などのイベントに向けての話し合いも活発に行われています。学校生活がより

良いものとなるようによろしくお願いします。 

 


